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令和 4 年度 松江市行財政改革推進委員会 会議録 

 

1  日 時   令和 4 年 12 月 22 日（木）午前 10 時から午前 12 時まで 

 

2  場 所   松江市役所本館西棟 3 階 第 1 常任委員会室 

 

3  出席者   (1) 委員 10 人 

山本会長、塩谷副会長、三宅副会長、門永委員、白水委員、中村委員、

野々内委員、日野委員、藤原委員、松村委員 

（欠席：亀城委員、黒目委員） 

(2) 松江市行財政改革推進本部 

本部長（上定市長） 

総括副本部長（能海副市長） 

副本部長 5 人（講武副市長、平林副市長、山根理事、小村総務部長、 

水財政部長） 

本部員 4 人(佐目防災部長、松浦産業経済部長、吉田市民部長、 

青木子育て部長) 

幹事 10 人（政策企画課長、総務課長、財政課長、防災危機管理課長、

市民生活相談課長、子育て政策課長、デジタル戦略課長、人事課長、資

産経営課長、税務管理課長） 

事務局 4 人（組織戦略課） 

 

4  次 第 

1 開会 

2 市長挨拶 

3 委員の紹介 

4 議題 

(1) 松江市行財政改革の令和3年度の実施状況について 

(2) 前年度当委員会におけるご意見への対応状況について 

(3) その他 

5 閉会 

 

5  会議経過  別記のとおり 

 

6  事務局   松江市 総務部 組織戦略課 電話 0852-55-5193  
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会議経過 

 

1 開会 

○事務局 

ただいまから、令和 4 年度松江市行財政改革推進委員会を開催いたします。 

開会に当たり、市長の上定がご挨拶申し上げます。 

 

○上定市長 

皆さん、おはようございます。 

本日はお忙しいところお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

松江市の行財政改革推進委員会は、前回去年の 11 月に開催しておりますが、今回また、

皆様には新しい任期をお願いいたしまして快くお引き受けいただきましたことにまずも

ってお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。 

今年も 10 日となっておりますが、1 年を簡単に振り返りますと、コロナ対応では特に今

年の 1 月から感染が急拡大をいたしまして、それに合わせる形で夏場から秋にかけて第 7

波が来た時には、オール市役所として保健所業務を最優先にしまして取り組んで参ったと

ころでございます。 

感染自体は陰りが見えてきたというところでございましたが、またここに来て拡大を見

せているというところもございまして、年末年始、人の動きも活発になりますので、今一

度市民の皆様への注意喚起を図って参りたいと思っているところでございます。 

一方で、今年の 3 月に「松江市総合計画 -MATSUE DREAMS 2030-」を新たに策定させてい

ただきました。2030 年まで 8 年の計画となっておりまして、この実行にスタートを切った

というところでございます。 

そういった新しいチャレンジをしていくには当然予算も必要ですし、人員も必要になる

ということでございますが、限られた予算、人員体制の中でそれを捻出していかなければ

ならないというところも我々にとって非常に頭の痛いところでございます。 

事業の見直しという意味では、スクラップアンドビルドももちろんですが、新たにチャ

レンジをしていくにあたって、市役所職員が一体となって、1＋1 を 3 にしていくような、

そういった工夫には随時取り組んで参りたいと思っております。 

また、今デジタル化の波は非常に大きくきております。 

そういった中で例えばですが、今年の 2 月には市民部で発行しております各種の証明書

にやっとキャッシュレス決済を導入いたしました。 

あと具体的に申し上げますと、今年導入いたしました保育所入所選考システムです。こ

れは保育所の希望をいただきマッチングを図っていきます。大体毎年 2000 件ぐらいのご

希望をいただきます。その方達は、必ずしもご自宅の近くの保育所がいいということでは

なく、例えば職場の近くであったり、職場まで行く途中の駅の近くであったり、ここの保
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育所がいいあるいはお兄ちゃんお姉ちゃんが行っているところがいいというご要望もた

くさんいただきます。そういった複雑なマッチングを図っていくというのに、今まで、人

海戦術で 1 週間かけてやっておりました。これに AI を導入いたしました。そうしたとこ

ろ、10 秒でできるようなりました。これにより、保育所の入所希望を出していただいた保

護者の方に早めにレスポンスもできますし、また業務の効率化も図られているという実績

が上がってきております。 

特に子育ての世代、デジタルにも強い方に対して、そういった利便性の恩恵を受けてい

ただけるような形で、まずは提供させていただき、それを他の世代にも広げていくという

ことを現在考えているところでございます。 

こういった業務の効率化の取り組みも含めまして、今後我々も知恵を絞っていきたいと

思っております。 

今日は、今まで取り組んできたことについて、まだデジタル化を完全に反映させた業務

効率化、合理化ができているというところまで至っておりませんが、今の生の姿を見てい

ただきまして、ぜひ皆様から忌憚のないご意見をいただければと思っております。 

有意義な時間にしていきたいと思っておりますので、ぜひとも皆様からもご意見のほど、

何卒よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

続きまして、委員にご就任いただきました皆様をご紹介させていただきます。名簿と席

次表をあわせてご覧くださいませ。五十音順で紹介させていただきます。 

お席の前の方から、hana 社労士事務所所長の門永委員でございます。 

前回の任期に引き続きご就任いただいております。 

 

○門永委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

続きまして同じく前回から引き続きご就任いただきました、島根県立大学人間文化学部

准教授、塩谷委員でございます。 

 

○塩谷委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

続きまして、今回より新しくご就任いただきました、日本政策投資銀行、松江事務所長、

白水委員でございます。 
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○白水委員 

  白水でございます。よろしくお願いします。 

 

○事務局 

続きまして前回の任期より引き続きお願いしております、松江市ＰＴＡ連合会副会長、

中村委員でございます。 

 

○中村委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

同じく引き続きの任期でお願いしております、松江市社会福祉協議会理事の野々内委員

でございます。 

 

○野々内委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

続きまして、今回新しくご就任いただきました、松江商工会議所女性会会長、日野委員

でございます。 

 

○日野委員 

  よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

続いて、一般公募により、新しくご就任いただきました、藤原委員でございます。 

 

○藤原委員 

  よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

前回の任期より引き続きご就任いただいております、山陰中央新報社論説委員会論説委

員長、松村委員でございます。 

 

○松村委員 

  よろしくお願いします。 
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○事務局 

同じく、続いてご就任いただいております松江市公民館長会会長、三宅委員でございま

す。 

 

○三宅委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

同じく前回から引き続きご就任いただきました元島根大学学長、山本委員でございます。 

 

○山本委員 

  よろしくお願いします。 

 

○事務局 

なお、亀城議員、黒目委員におかれましては、本日所用のためご欠席とご連絡をいただ

いておりますので、ご報告申し上げます。 

続きまして、ここで会長、副会長の選出を行います。 

会長 1 名、副会長二名の選出をお願いしたいと存じます。 

選出についてでございますが、本委員会の設置要綱の規定におきまして、「会長及び副会

長は委員の互選とする」となっております。 

事務局であらかじめお願いしている方がございますが、事務局から提案させていただい

てよろしいでしょうか。 

 

（一同、異議なし） 

 

○事務局 

それでは、前回の任期に引き続きまして、会長に山本委員、それから副会長に塩谷委員、

三宅委員をご提案いたします。 

いかがでしょうか。 

 

（一同、異議なし） 

 

○事務局 

ありがとうございます。 

それでは、皆様のご承認をいただきましたので、山本委員に会長を、塩谷委員、三宅委

員に副会長をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 
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それでは山本会長は恐れ入りますが、会長席の方へご移動をお願いいたします。 

（会長席へ移動） 

ありがとうございます。 

それでは、議事に入りたいと思います。 

議長につきましては、本委員会の設置要綱の規定によりまして、会長にお願いすること

になっております。 

山本会長、よろしくお願いいたします。 

 

○山本会長 

ただいま会長に指名されました、山本でございます。 

前期に引き続いてということになりますが、どうぞ皆様方、円滑な議事運営にご協力よ

ろしくお願いいたします。 

まず議事に入ります前に会議の公開についてお諮りをしたいと思います。 

松江市情報公開条例及びそれに基づきます審議会等の公開に関する要綱の規定により、

会議は原則公開ということになっておりますが、事務局にまず確認させていただきますが、

本日予定されている議題の中で、非公開の基準に該当するものがございますでしょうか。 

 

○事務局 

はい。非公開の基準に該当する議題はございません。 

 

○山本会長 

はい。それでは本日の会議は、公開によって行いたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

それでは次第に従って進行させていただきます。 

議題 1 の松江市行財政改革の令和 3 年度の実施状況について、それから議題 2 の、前年

度当委員会でのご意見等への対応状況につきまして、これを事務局の方から一括で説明を

お願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

○組織戦略課長 

失礼いたします。事務局組織戦略課長の中岡と申します。 

本年度から課の名称を組織戦略課と改めておりまして以前行政改革推進課でございま

したが、業務内容はほぼ同じことをしております。松江市役所の中の組織をつかさどると

いうことで組織という名称を使っております。組織というのは内部的な意味の組織でござ

います。よろしくお願いいたします。 

それでは、以降、座って説明をさせていただきます。失礼いたします。 

それでは、資料の説明をいたします。 
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委員の皆様には、事前に資料を読み込んでいただきまして、ご意見も事前にたくさんい

ただいておりますので、後ほど委員の皆様にご発言をいただく時間を多く確保できるよう、

要点のみ、短時間でご説明をいたします。 

資料は令和 3 年度実施状況報告書をご覧ください。 

表紙をめくっていただくと、左ページに全体の要素項目一覧、右ページに、今回ご報告

する要素項目の目次を掲載しております。 

本年度上期は、新型コロナウイルス感染症の対応を優先するため、保健所に市役所全体

で応援体制を組みました。このため、各部署の職員数が 1 割程度減少する状況で通常業務

も行うことになり、職員の時間外勤務が増加するなど各部署の負担が増加いたしました。 

市役所全体で、業務負担を軽減する方策として、事務、事業の中止、先送りをすること

とし、この委員会も開催を見送る予定としておりました。 

しかし、10 月頃には、感染状況も落ち着いてきたことから本委員会も開催することとし

ました。ただし、各部署の負担増はまだ解消されていませんので、限定した形で開催する

こととしました。 

実施計画の取組項目は全部で 43 項目ございますが、その中から、課題が市役所全体に関

わる項目や、昨年度のこの委員会でご意見があった項目のうちから、特に委員の皆様のご

意見をいただきたい 12 項目を選定し今回の委員会の対象としました。 

3 ページ以降が個別項目の内容です。見開き 2 ページで 1 つの項目になっています。左

側が令和元年度に定めた計画部分、右側がこれまでの進捗度評価と前年度の具体的取組内

容などになっています。 

なお、この様式につきましては、昨年度の委員会でのご意見等を踏まえ、PDCA サイクル

と進捗度評価の経年推移を確認できるよう、右側ページ中ほどに 5 年分と総合の評価を表

示する欄、その下に、取組状況、課題、対応方針を分けて記載する欄を設ける形に変更し

ております。 

それでは、個々の項目について、要点を説明させていただきます。 

 

3 ページ「ホームページの改善及びソーシャルメディアを活用した広報の検討」につい

ては、左ページの一番下の欄「改革の目標」の「説明」欄に記載しておりますが、目標値

を「ホームページアクセス件数年間 160 万件」としているところ、令和 3 年度は 133 万件

であり、目標に達しなかったため、進捗度評価は B 評価としております。令和 2 年度から

のアクセス件数の減少の原因としては、新型コロナ関連ページへのアクセス件数が減少し

たことが原因と捉えています。 

ただ、右側中段「具体的取組内容」の欄に記載しておりますとおり、Twitter、Instagram、

Facebook 等のソーシャルメディアなどを活用した情報発信も積極的に取り組んでおりま

す。Twitter のフォロワー数は、現在 6,200 余りとなっています。 

続きまして、5 ページ「電子手続き等の拡充」については、右側中段「具体的取組内容」
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の欄、マイナンバーカード交付数が大幅に伸び、令和 3 年度末時点で 9 万枚(44.87%)と全

国平均(43.29%)を上回る交付率となっております。また、コンビニ交付での証明書発行実

績は 21,000 件と令和 2 年度と比較して 2 倍以上の利用がありました。電子申請について

も、利用数が増加傾向にあり進捗度評価は A 評価としました。 

直近 11 月末時点のマイナンバーカードの申請率は、70.35%と全国平均(67.60%)を 3 ポ

イント程度上回っております。 

イオン松江店に窓口を設置し、交付促進を図っております。 

次に 7 ページをご覧ください。「災害時の情報伝達手段の強化」については、左側下段

「改革の目標」で防災メールの登録者数年間 5,000 件の増加をとしておりましたが、令和

3 年度は 455 件の増加に留まり、B 評価としました。 

なお、この目標値の設定、取組内容については、事前質問でもご意見をいただいており、

その回答の際に、対応を説明させていただきます。 

次に、9 ページ「収入未済額の縮減」については、令和 2 年度に新型コロナウイルス感

染症対策として、国の方針で徴収猶予を行ったため、一時的に収入未済額が増額し、「評価

対象外」としましたが、徴収猶予をしたものも、93%以上の納付があり、令和 2 年度からの

累積効果額は 1 億 3600 万円となったため、進捗評価 A としております。 

続きまして 11 ページをご覧ください。「ふるさと寄附による財源の確保」については、

右側中段「進捗度評価」の欄、寄附目標額 2 億円に対し、寄附額が 1 億 5,700 万円であっ

たため、B 評価としています。 

効果額は、返礼品等の費用を差し引いた 9,681 万 5 千円としております。 

今後の対応等については、質疑の際に詳しくご説明します。 

なお、松江市民が他自治体へ寄附されたことによる市民税の控除額も、右下「メモ・参

考」欄に記載しております。令和 3 年度は、控除額が 2 億円を超えておりますが、地方交

付税の基準財政収入額の計算式に当てはめると、松江市の実際の収入源は、この 25%の

5,360 万円と見込んでいます。 

次に 13 ページ「公共施設適正化」については、令和 3 年度から 5 年計画の 2 期計画が

スタートし、対象 73 施設のうち、16 施設の適正化を行っています。進捗率は 22％のため

評価 A としております。 

次に 15 ページ「支所と公民館の複合化と支所の事務事業見直し」については、令和 3 年

度は、島根支所及び東出雲支所について、複合化に向けた実施計画を作成し、計画どおり

の進捗のため、評価 A としております。 

なお、島根支所、東出雲支所につきましては、本年度、建築工事を行っており、来年度、

新しい庁舎に移転する予定としております。 

右側下の方「課題」の欄に記載しておりますが、平成 24 年度に策定した「支所と公民館

のあり方」報告書から 10 年が経過し、現状を踏まえた新たな方針を検討していく必要があ

ると考えております。 
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次に 17 ページ「未利用財産の処分・活用」について、令和 3 年度は 7 件の売却により、

3 億円余りの財源を確保しており、年度ごとの目標額 1 億 6 千万円を大きく上回っており

ますので、S 評価としています。 

次に 19 ページ「事務事業の見直し」については、職員レベルで各課から提案された事務

事業の廃止、見直しの検討や、市役所全体に共通する内務事務手続の効率化、簡素化の提

案について、取りまとめて進捗管理を行っています。 

市民税申告支援システムの稼働などの事務事業の見直しや、事務改善の取り組みを進め、

計画どおりの効果額を生み出しております。 

次に 21 ページ「公文書の電子化による適正管理に向けた取組の推進」については、評価

欄、令和 3 年度は、文書管理・電子決裁システムのプロポーザルを実施し導入に向けた業

者選定を計画どおり実施しており A 評価としています。 

現在、文書管理システムは、テスト運用で全職員が利用している状況で本年度本格稼働

の予定です。 

この文書管理システムの導入により、市役所全体で、文書の電子化、紙の文書量の削減

を図り、新庁舎にスムーズに移転できるよう取り組んでまいります。 

次に 23 ページ「ICT 技術を活用した事務効率化の推進」は、冒頭の市長の挨拶でもござ

いましたが AI 技術を活用した議事録作成支援システムや保育所入所調整システムによっ

て、効率化を進めています。 

近年、AI による音声認識の技術を活用した会議録作成は、精度が上がっており、これま

で、職員が直接文字起こしをしてきた部分では、大変、省力化が図れています。 

なお、AI 音声認識の精度は、こういった会議の場での発言の発音が明瞭であるほど認識

率が高くなります。この会議も、AI を使って文字起こしをします。委員の皆様には、ご発

言の際、大きな声で、明瞭にご発言いただきますと、事務の効率化につながりますので、

ご協力をお願いします。 

また、パソコンへの入力をロボットで自動化する RPA も導入しており、会計ソフトへの

入力作業等の自動化に活用しており職員の作業時間を前年度より削減することができて

います。 

この項目の目標値は、職員の作業時間数を金額に換算したものですが、目標を達成して

おり、A 評価としています。 

続きまして 25 ページ「労働生産性を高めるオフィス環境整備の推進」では、計画どおり

「松江市みんなにやさしいデジタル市役所推進計画」を策定し、ペーパーレス会議の環境

整備やテレワーク利用の拡大などを行い、働きやすく、生産性を高める環境を整えました。 

この項目については、数値目標を設定しておらず計画を予定どおり進めることができた

かということで評価をしております。 

以上が要素項目の要点でございます。 

続いて、「令和３年度行財政改革推進委員会におけるご意見への対応状況について」と標
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題を表示した A4 横型の表の資料をご覧ください。 

こちらは、昨年度のこの委員会でご意見等をいただいた内容に対して、会議の場での回

答で「検討する」「取り組む」等の回答をしたものについて、その後、どういった取り組み

を行ったかを記載した資料でございます。 

それぞれ、いただいたご意見を参考にさせていただき取り組みを進めております。 

個別には、説明は省略させていただきますが、実施状況とあわせてご確認ください。 

説明は以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

ただいま先ほど申し上げました議題について、事務局の方から説明がございました。 

この後これから委員の皆様方からのご発言をお願いしたいと思います。 

まず事務局にあらかじめご意見、ご質問をいただいた方から指名をさせていただき、そ

の指名による質疑の後、今日ご出席の委員の皆様方に、ご自由にご発言いただけたらどう

かと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

事前には 5 人の委員の方々からご意見あるいはご質問を提出いただいています。 

まず「災害時の情報伝達手段の強化」の項目で、先ほどの事務局説明で目標の変更につ

いて質疑に合わせて説明するということでございましたが、この点につきまして、中村委

員、塩谷委員からご質問を頂戴しております。 

両委員のご意見を伺った後、市の方から回答をお願いしたいと思います。 

それでは、中村委員よろしくお願いいたします。 

 

○中村委員 

中村ですよろしくお願いします。 

前回の時に、市Ｐ連でぜひお話していただけませんかということで来ていただきました。 

その時には理事さんたちしかおられず、とりあえず話を聞いて、あまり増えるのに貢献

ができなくて申し訳ないなと思っていました。 

毎年とはいかなくてもまた今年も説明に来ていただけたらということと、出前講座は気

にはなっていますが、その後何もご案内が特になく、できればしていただけるとお母さん

たちも研修を何したらいいかという悩み事もあったりして、お願いできたらと思っていま

す。以上です。 

 

○山本会長 

はい。続いて塩谷委員の方からよろしくお願いします。 
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○塩谷委員 

塩谷です。よろしくお願いいたします。 

私はこちらの災害時の情報伝達手段の強化の中で防災メールについて質問させていた

だきたいと思います。 

登録者を増やすためにいろいろな取り組みがされているということがこちらの報告を

見てもわかりました。進捗度の方はＢとなっていますが、当初計画では 1 年当たり、メー

ルの登録が 5000 件増となっています。他の SNS 活用等も検討されているという中でこの

5000 件という数値目標が少し高いように感じましたのでその点について質問させていた

だきたいと思います。 

以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

ただいまお 2 人の方から災害時の情報伝達手段の強化といった点についてご質問をいた

だいたところでございます。 

それじゃこれ、市の方からよろしくお願いします。 

 

○佐目防災部長 

防災部長の佐目でございます。 

私から中村委員、塩谷委員のご質問にお答えさせていただきます。座って失礼します。 

まず中村委員からは、市Ｐ連への防災メール登録のご案内についてのご質問、ご意見い

ただきました。 

まずもって昨年、防災メール登録の周知方法につきまして中村委員からご提案をいただ

きまして本当にありがとうございました。 

先ほどお話ありましたがその後 12 月 2 日に松江市 PTA 連合会の場をお借りして、周知

をさせていただくことができました。感謝申し上げます。 

それと先ほどの状況報告にもございましたけれども、出前講座以外では、高齢者のため

のスマホ教室といった場も活用させていただいております。 

引き続きまして、出前講座に限らず、各種団体の会合、様々な機会を通じて、周知をさ

せていただきたいと考えております。 

なお出前講座の具体的な周知の方が至っておりませんで、大変失礼いたしました。 

具体的なご案内、あと申請方法につきまして、改めて市 PTA 連合会の事務局にご相談さ

せていただきまして、ご案内の方をさせていただきたいと考えております。 

なお、スマートフォンの普及によりまして、防災情報の Twitter でありますとか、ヤフ

ー防災速報アプリ、こういったものもございまして、いわゆるこういったプッシュ型で、

災害情報を通知する手段も有効であると考えています。 
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防災メールの登録とあわせて周知を行いまして、市民の皆様の情報入手手段の拡大を図

って参りたいと考えております。 

続きまして塩谷委員からは、数値目標についてのご意見、ご質問でございました。 

ここで本日、A3 の追加資料ということで、お配りをしております。 

右側の 2 ページになりますが、下ほどの、具体的取り組み内容実績等の欄の中に囲みで、

網掛けしておりますけども、目標の見直しについて記載しております。 

これもご覧いただきながら、回答の方をさせていただきたいと思います。 

まず災害情報は、先ほど申し上げましたように近年様々な方法で情報取得が可能となっ

ております。 

災害時の情報伝達手段の強化というものを評価する上で、防災メールの登録者数だけを

評価指標とすることを見直していきたいと考えています。 

先ほどの中村委員のご質問にお答えいたしましたようにスマートフォンの普及により

まして、松江市の防災メールに加え、Twitter やヤフー防災速報アプリも有効な手段であ

ると考えておりまして、これらのいわゆるプッシュ型の情報伝達手段の利用者数増加を目

標といたしまして、年間 1,000 件の増加を目指して参りたいと考えています。 

なお今回、目標値ということで改めて申し上げましたが、災害時の情報発信につきまし

ては、不測の事態に備えて、多様な手段を用いて冗長性を持って行うことが肝要であると

考えております。資料の具体的取り組み内容のところにも情報伝達手段として上から防災

メール、緊急速報メール等々書いてございますように、松江市では、屋外スピーカーであ

るとか防災メール、緊急速報メール、防災情報 Twitter、音声告知端末お知らせ君といっ

たものを活用しておりますが、例えば若年層は、メールよりも SNS を利用する傾向が見受

けられます。 

年代によってはその情報へのアクセス方法が異なると考えておりますので、オンライン

アンケート、また出前講座を通じまして、現状とニーズを把握した上で、必要な情報伝達

手段を確保するということに引き続き努めて参りたいと考えております。 

併せましてより適切な指標は何なのか。こういったものも引き続き検討を重ねてまいり

たいと考えています。 

以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

災害時の情報伝達手段の強化ということで報告書の 8 ページのところの一部を今日お配

りいただいた A3 資料の右ページの下の方に囲みで新しいものを入れていただいておりま

す。この目標の見直しという提案がございましたが、この災害時の情報伝達手段全般のこ

とで結構ですが、何か委員の皆さんの中でご意見がもしございましたらお願いしたいと思

います。 
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はい。白水委員、どうぞ。 

 

○白水委員 

白水です。 

丁寧なご説明ありがとうございました。 

進捗度Ｂという評価だったので、実際のそのユーザーを通して分析して、適切な伝達方

法を検討するというのは、目標との整合があると思うので、非常に理解できました。 

参考までですが、他の自治体で例えば、若手向けとは思いますが、スポーツイベントに

合わせて防災施設とか、防災情報の仕組みについて、ご案内するようなサービスを行って

いる自治体もあると聞いております。そのような多くの人が集まる場に、このような情報

周知をセットにするというのは手法として一つあると思います。 

私から以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございます。ご意見を頂戴しました。 

それから先ほど事務局の説明に対して中村委員さん、塩谷委員さんよろしいでしょうか。 

 

○塩谷委員・白水委員 

  はい。 

 

○佐目防災部長 

防災部長の佐目でございます。 

先ほど白水委員からご意見を頂戴しておりまして、私どもの考え方を説明させてもらっ

てよろしいでしょうか。 

 

○山本会長 

どうぞお願いします。 

 

○佐目防災部長 

ありがとうございます。 

白水委員から本当にいいご提案をいただきましてありがとうございます。 

ご意見もいただきまして、スポーツイベントに加えまして、例えば若者が集まる松江市

はたちの集いといったものもございます。また市民の皆様方に集まっていただきます、農

林水産祭であるとか、健康福祉フェスティバル、こういったイベントや各種団体の会合、

市民の皆様方が集まっていただく機会を積極的に活用させていただきまして、今後とも周

知を図って参りたいというふうに思っております。 
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以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

できるだけ多くのいろんな機会をとらえて、特に若者向けに対する周知があればなお良

いかなと思います。ありがとうございます。 

先ほど申し上げましたが今日配られました、新しいＡ3 の資料の右ページの囲みの部分

ですが、この目標の変更というのが、この元の報告書から若干変わって見直しをしようと

いうことでございます。 

これはいかがでしょうか。 

こういった目標の見直しについて了承するということでよろしいでしょうか。 

 

（一同、異議なし） 

 

○山本会長 

はい。ありがとうございました。それではこういうふうな目標にしていただきたいなと

思います。 

この件、他にご意見よろしいでしょうか。 

それでは次に移りたいと思いますが、次にホームページの改善及びソーシャルメディア

を活用した広報の検討について、塩谷委員と日野委員からご質問をいただいております。 

まず塩谷委員の方からお願いいたします。 

 

○塩谷委員 

続けて失礼いたします。塩谷ですよろしくお願いいたします。 

私は特に LINE の活用についてということで質問させていただきたいのですが、一点目

は LINE の導入について、ちょうどいろいろ課題を検討されているということでどういっ

たことが課題になっているのかという点についてです。 

二点目は、LINE の情報発信の導入をされた際に、どういった情報内容を特に発信されて

いこうと検討されているのかということについてお聞きしたいと思います。 

資料の中にも、他の自治体について、双方向型の情報発信といった情報も書かれていま

すので、どういった情報を想定されているのかということを、できればお聞きしてみたい

と思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

○山本会長 

ありがとうございます。 



15 

では続いて日野委員、よろしくお願いいたします。 

 

○日野委員 

今回初めて参加させていただきます日野と申します。 

今回の資料見せていただいて、ホームページのアクセスというところがＡからＢに評価

が変わっているということで、いろいろ発信というのはなかなか難しくて、さらに全年代

に対しての発信というのはまた難しいと思います。まだ高齢者の方はやはり紙媒体が一番

ということで、市報等でいろいろ情報を得ておられると思います。 

ホームページは文字が多い中で、どれだけ見やすくして、サイトを開いていただけるか

ということに対してどういった形に変えて、皆さんに見ていただけるような状態に持って

いくかということをお尋ねしたいと思います。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

これにつきまして、塩谷委員の方から 2 点、それから日野委員の方からご質問がござい

ましたので担当部局の方からよろしくお願いします。 

 

○山根理事（政策部長） 

政策部山根でございます。ご質問ありがとうございます。 

まず 1 点目、塩谷委員さんの方から、LINE の導入時の課題あるいはどういう発信をして

いくか、また双方向の情報発信、他自治体の取り組みと松江市の考え方ということだと認

識しております。 

まず 1 点目でございます。 

LINE の導入についての課題で、そもそも LINE を導入した場合に、私どもはそこからホ

ームページの方に誘導することがかなり多くなると思っております。そうしますと、そも

そものホームページをいかにわかりやすく、というところが一番だと思っておりまして、

実は現在ホームページのリニューアルに取り組んでおりまして、来年の 2 月 1 日に、オー

プンをする予定にしております。 

2 点目のその場合に、LINE でどういう発信をしていくかということですが、やはり LINE

というのはプッシュ型でお知らせができるということで、例えば要望の多いごみ出し収集

日のお知らせであったり、あるいは防災メールの内容をリアルタイムで LINE でも配信し

たりということがございます。 

また今後 AI チャットボットの機能で住民さんのよくある質問の解決を図るということ

も、すぐにはならないかもしれませんが検討して参りたいと思っております。 

そして双方向ということになりますと、アンケート機能でありますとか、他自治体でや

っておられる施設の予約、あるいは出雲市さんなんかは、今回のコロナのワクチン接種の
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予約もできるようになっているということで段階的にはなりますがそういったことを見

据えながら考えて参りたいと思っております。 

また他自治体ですけれども、マイシティレポート、つまり、ここの道路で瑕疵がありま

すとかここにこういうことがありますという住民さんから通報を受けて、それについて私

どもで対応していくというようなこともしておられる自治体はあります。これについても

今研究しておりますが、LINE に限らず、様々なアプリなどがございますので、そういった

機能を研究検討して参りたいと思っております。 

続いて日野委員からいただきました、ホームページの改善及びソーシャルメディアを活

用した広報の検討ということで、わかりやすさということをご質問いただいております。 

先ほど申し上げましたように現在 2 月 1 日のリニューアルオープンに向けて、ホームペ

ージを改修に取り組んでいるということでございまして、まずはわかりやすい画面構成と

いうことが一番だと思っております。そのためには、やさしい日本語を用いること。専門

用語、行政用語の多用をなるべく避けるといったことも必要ですし、それから必要な情報

に簡単にたどり着けることが必要だと思っておりまして、例えば結婚出産などについて知

りたい項目にチェックするだけで、必要な手続き等の掲載ページが表示されるとか、こう

いったことで使いやすさを追求して参りたいと思っております。 

委員の方からご意見いただきました、写真とか図解の活用ということも重要なポイント

でございますが、一方では目の不自由な方とか、こういう方もいらっしゃいますのであま

り対応すると今度はなかなか逆にわかりづらくなるということがあります。 

そういった意味でも、そういった方々への対応として、いわゆる読み上げ機能を現在よ

りもきちんとリニューアルした時には充実させるとか、こういった視点も大事だろうと考

えております。 

またホームページから SNS へ自動投稿が可能となるように改修しようと思っておりまし

て、例えば給付金などの特にお知らせしたい内容については、ホームページの更新と同時

に SNS に投稿することができるようにするといったことで多くの方に情報を届けて参りた

いと思っているところでございます。以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

今のご質問いただいたお二方よろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

この件に関して委員の皆様方、何かございますか。 

はい。門永委員お願いします。 

 

○門永委員 

門永と申します。 
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アクセス数のお話がありましたが、アクセス数というのは多ければいいというものでは

ないような気がします。一体どこのウェブサイトに一番集中しているかっていうところも

問題かと思いますが、ホームページというのは、もう時代を経てどんどん見やすくなって

きている傾向にはありますが、その見やすさっていうのが逆にわかりにくくなっているっ

ていう自治体も中には、あるような気がします。 

やたら字が大きくて、詰め込み過ぎでどこに本当に知りたい情報があるのかということ

もあります。 

わかりやすいというのはどういうことだろうと考えることもあります。今仰いましたけ

どもわかりやすさというのは、松江市さんから見たわかりやすさですが、市民から見てそ

れが本当にわかりやすいトピックになっているかというところもマーケティングではな

いですが、そういった市民側からの目で構成されるというところもできてしまいますが、

できても定期的に見直しをされると思いますので、いわゆる私たちがホームページを見る

ときというのは、結果として最終的に電話をしてしまっています。それは、知りたい情報

までアクセスできないというところがあると思います。ホームページを見て何に問い合わ

せがあったというところのマーケティングみたいな情報を活用して、その戻りを反映させ

るようなホームページであって欲しいなと思います。 

はじめに市長さんの話の中であったデジタルが強い人にはメリットがあるというとこ

ろも仰るとおりですが、そこがあんまり行き過ぎないようにしていただきたいです。要す

るにリテラシーとかそういうのが低い方もいらっしゃると思いますので、デジタルとかの

目線も大事ですが、それをフォローしていくというところで、こういったウェブサイトと

かの活用をできない人からの目線で考慮していただきたいと思います。以上です。 

 

○山本会長 

はい。ありがとうございます。 

政策部長どうぞ。 

 

○山根理事（政策部長） 

政策部山根でございます。ありがとうございました。 

最初のところのやはり検索機能というのは大事でございまして、よく検索されるキーワ

ードがホームページの上位に出てきますが、今まではこの単語じゃないとなかなかヒット

しないというようなことがありましたが、今度のホームページは他の自治体のものとか今

まで使われている単語とか実績等も踏まえて、多くの単語でヒットするような形を考えて

おります。 

もう一つのいわゆるリテラシーということになりますと、「ちょうどいい市役所」を掲げ

ておりまして、これはどういうことかというと、みんなにやさしいデジタル市役所計画と

いうのを作りましたが、仰るように、そういうことに慣れていらっしゃる方もあれば、慣
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れていらっしゃらない方もおられます。例えば、窓口に来られたときにすぐデジタル化に

対応でき、オンラインで申請ができるという方もあれば、やはり窓口できちんとフォロー

をして職員が丁寧に説明しながら対応するというようなことも必要だろうと思っており

まして、両面で取り組んで参りたいと思っております。 

最初に戻りますけどわかりやすいホームページというのは、年代あるいは様々なハンデ

を持った方がおられますので一概には言えませんが、今大体 96 自治体ぐらいのホームペ

ージを参考にして、その中でなるべくわかりやすいものを、本市で導入して 2 月 1 日を迎

えたいと思っております。 

以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございます。よろしいですか。 

この件に関して何かありますでしょうか。 

はい。藤原委員、お願いします。 

 

○藤原委員 

失礼します。藤原です。 

この広報についてソーシャルメディアを活用したというところで、Twitter や Instagram

の松江市のアカウントを日頃拝見しているのですが、なかなか Twitter や Instagram はそ

れぞれ同じ SNS というくくりでも、特徴が違うように感じていまして、Twitter ですと、

写真が少し縮小されて、文章の方が全面に出てきている。Instagram ですと、写真が全面

に出てきて文章はなかなか見づらかったりするというふうな特性があるように思います。 

日頃見ていて Twitter や Instagram といったその特性を生かした活用の仕方はどういう

ふうにされているのかなというところと、また市長さんの SNS も日頃拝見させておりまし

て、松江市の例えば市長さんの部屋に来られた方々を紹介するツイートなど、非常に松江

市にこんなゆかりを持った人がいるのかという新たな発見が多く、ぜひ松江市の公式の

Twitter や Instagram でもやってみると面白いのではないかなと思います。以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

政策部長何かございますか。 

 

○山根理事（政策部長） 

ありがとうございます。 

本当に今同じ SNS でも Twitter、Facebook あるいはインスタとやはりそれぞれ特徴があ

って、ターゲットというか見られる世代の方も違うなと思っております。 
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私どもやはり素人なところでそういった対応がしにくいため、実は今年度から広報専門

官の方に外部から来ていただきまして、それぞれどういった情報の出し方をするといいの

かという点について指導を受けながら、取り組んでいるところでございまして、それらを

やはり職員研修等を通して、各課の職員がレベルアップをしていくというようなことを目

指しているところでございます。 

今後そういったことで様々、取り組んで参りたいと思っております。 

以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。では次に移ってよろしいでしょうか。 

それでは中村委員から電子手続き等の拡充についてということでご意見をいただいて

おります。中村委員、よろしくお願いします。 

 

○中村委員 

市Ｐ連から出てはいますが、職業柄最近気になっていることがありまして今回書かせて

もらっています。 

訪問看護の仕事をしている都合上、マイナンバーカード保険証や各種の手続きというと

ころが、最近とてもトラブルになっています。 

自宅におられて、家から出られない方に電話で「書類で対応します」と言われても、書

類も出しに行けない、添付物も印刷もできないという状況でマイナンバーカードの申請に

行けないなどがあります。訪問看護としては自分たちの仕事もあり、ヘルパーさんもでき

る範囲があります。みんなそれぞれができる範囲がある中で、手紙だけ送って誰がするの

かなというところが気になっています。 

マイナンバーカードが今の使い方だけで終わるのであればいいですが、これを本当に保

険証として使っていく形になるのであれば、漏れていらっしゃる高齢者の方々たちをきち

んとフォローしていかないといけないというふうにとても感じています。 

皆さん保険証が使えるように移行してきていると思いますが、まだまだ難しいかなとい

うところです。先日、息子の高校の受験にマイナンバーカードでできないことは何でしょ

うという試験が出たと言っていて、これはもう高校生たちにもしっかり教えていかないと

いけないなというのも実感しましたし、もっと保険証等を使えるようにしていくための周

知はもちろんですが、周知だけではない、本当にできてないところへ手を伸ばすというと

ころを時間と人手がかかると思いますが、デジタル化にした一方で、そういうところへち

ょっと目を向けていただけると高齢者の方々が助かるのかなと思います。 

そのマイナンバーカードで書類申請できるものも、高額医療などについてはそのまま手

続きができるのかなと思いますが、福祉医療証などまだまだいろんな毎年しないといけな

い申請がたくさんあり、その辺りの進行もこれからしていただけるといいなと思っていま
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す。マイナンバーカードになるということが結構大変なことと思っていますので、また検

討していただけたらと思います。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

この件は、市民部長の方から何か発言いただけますか。 

 

○吉田市民部長 

市民部長の吉田でございます。 

マイナンバーカードの利活用ということで、まず高齢者の方の交付状況ですが、今年 8

月末の松江市における年代別のマイナンバーカードの交付率では 60 歳代が 55.8％、70 歳

代が 52.8％と全世代平均の 49.1％よりも高くなっている状況です。 

ただ 80 歳代以上になりますと、33.5％と、全世代でも最も低くなっており、全国的にも

同様な傾向があると思っております。 

また保険証の利用申し込みについてですが、自治体別の数値というものが公開されてお

りませんが、全国的には 12 月 15 日現在でカードを取得されている方のうち、71.2％の方

が健康保険証の利用申し込みをされているという状況があります。ただし、これも医療機

関の方がシステムを入れないと利用できないというところがありますので、そちらの方の

働きかけも必要になってくると思っております。 

またマイナンバーカードをお渡しする時には自治体職員が対面で本人様確認をさせて

いただくということが義務づけられているというところで、取得するのに難しいという状

況も、現在あるのではないかとも思っておりますし、また申請もどうしてもご自宅から出

かけることが困難な場合には、申請書とかそういったものでということになりますと、ご

自身での手続きが難しい方がいらっしゃるというところも認識しているところです。そう

いった方々にもなるべく取得できやすいような状況を他の自治体の手法なども研究しな

がら環境づくりといったものにも努めて参りたいと考えております。カードを取得した後

にいろいろな手続きが幅広くできるように、そういった申請の手続きの拡大というところ

も、今後研究していきたいと思います。 

以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

中村委員、よろしいでしょうか。 

ただいまの件につきまして、他の委員の方々から何かございますか。 

はい。どうぞ。 
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○野々内委員 

社協から出ています野々内です。 

マイナンバーカードのことですが、時代錯誤かもしれませんが、まず、なぜこのカード

が必要かっていうことです。 

最初の説明の中で松江市が 11 月末にもう 70％の取得があるというところでちょっと驚

いたところです。私自身もまだカードは交付してもらっていませんが、なぜこれが必要か

というところが納得できないところがあります。 

国の方は各県で競争するように、メディアの方で放送されたり、それから今取得すると

これだけのポイントがつきますというコマーシャルをよく聞くのですが、まずそれをした

ことによって、最初に入れる情報は少ないかもしれませんが、これからどんどん入れるも

のが多くなって、個人の情報が全部国の方に持っていかれて、守秘義務というものはどう

なるのかと思ったり、それからその先ほど窓口の話が出ましたが、それを持っていないと

後ろに回されるとか、そういうことがないように、少数派の人たち、それができない人た

ちのためにも窓口とか行政の方は幅広く手厚くサービスをして欲しいと思っています。 

以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございます。 

市民部長、何かございますか。 

 

○吉田市民部長 

市民部の吉田でございます。 

70％というのは申請でございまして、実際交付をしている人は、50％強となっておりま

す。 

今現在でカードの利活用というのが、身分証明書としての利用であったり、各種証明書

のコンビニでの取得であったり、確定申告等の電子申請と利用が限られているところがあ

りますが、今後は、持っていることによって、とても利便性が高まるというところがござ

いますので、そういった部分も広報していかないといけないと思っております。またセキ

ュリティの面を非常に危惧されている方が多いというのも伺っています。決してカードの

中にそういった情報が入っているわけではございませんので、なくされてももちろん、悪

いことに使われるというのも難しいカードでございますが、そういった安全性につきまし

ても、今後しっかり広報をしていきたいと思います。 

以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 
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なかなか皆さんおわかりになっていると思いますが、難しい問題で、ただいま委員から

ご質問のありましたような件について、今後、柔軟な対応といいますか、丁寧な対応をぜ

ひやっていただきたいなと思います。ありがとうございました。 

この件、電子手続き等の拡充について他によろしいでしょうか。 

それでは、次もう 1 つご意見をいただいておりまして 11 ページのところですが、ふる

さと寄附による財源の確保につきまして、日野委員と三宅委員からご質問を頂戴しており

ます。それでは、まず日野委員からご発言をお願いします。 

 

○日野委員 

これも資料の方見させていただいて、進捗度がＢということで、ちょっと考えましたが、

返礼品というのに魅力あるものというのは難しいところではあるかと思いますが、商工会

議所自体も山陰いいものマルシェとか、日本百貨店しょくひんかんというのを東京の方で

開催したりといろいろな部分で山陰を PR する形のイベントをしておりまして、そういっ

た全国に向けた発信や周知というのをイベント等でされるとかそういった取り組みの詳

しい内容を知りたいと思いました。また、スサノオマジックとのコラボ商品ということも

書いてありましたので、そういった形でいろんな特産物に限らず、割りと全国に周知され

ているものに対してのコラボとかというのは、これから考えていかれるのかなということ

をお聞きしたいと思いました。 

 

○山本会長 

ありがとうございます。 

それでは続いて三宅委員の方からご発言お願いします。 

 

○三宅委員 

ほとんどこれ 1 本に絞って、お聞きしたいと思っておりますが、ガラガラ声で AI に申

し訳ないですけど。 

これ、数字見たときに本当にびっくりいたしました。 

全国 1700 自治体の中で、金額にすると令和 3 年度は 861 番という結果が出ています。 

県内の状況見ますと、例えば浜田市あたりは 12 億円、出雲市が 7 億円、人口 1 万人に満

たないような奥出雲町、飯南町、邑南町とそういったところが少なくとも松江市よりも余

計に集めている。これはどういうことだろうと思って随分考えました。 

あんまり返礼品のいいのがないから人気がないのかなと思いましたが、実はお隣の米子

市は特別な産業があるわけではないですが、ここも 12 億円ぐらい集めています。 

浜田はどんちっちの海産物で 12 億円、出雲は富士通のパソコンで 7 億円と思います。 

松江市が 1 億 5,000 万というのは正直言って大変驚いています。 

その課題等とか対応方針を見ると、非常にきちんと整理がしてあってどこに問題がある
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かということを皆さんよくわかっておられる。 

わかっているけれども結果が出てないというのが、この状況だろうと思います。 

財政的な面で言うとこれ基準財政収入額の別枠のはずですので、入った分だけ交付税が

減るというようなことはないと伺っています。 

そうしますと、1 億円収入があれば、人件費で言えば 10 人以上の人件費になります。 

補助事業を入れて事業やれば、1 億円入れば 2 億円の事業はできます。 

そうやって考えると、今市の財政で将来的な人件費負担で非常に難渋してらっしゃると

話を伺っていますが、この事業に特化してでも任期付採用職員等を動員して、もうちょっ

とセールスの仕方をお考えなさった方がいいのではないかと思っています。 

少なくとも 1,700 自治体の中の 861 番というのは幾らなんでもちょっと酷過ぎるのでは

ないかと考えています。 

従って、令和 4 年度はもう少し良くなっているのではないかと思うので、今年度の上半

期の状況でどのぐらい入ったかというお話と、何人ぐらいでこの事業を進めておられるの

かとか、商工会議所との連携をどうやっておられるのか、あるいは県外の諸団体、県出身

者等ですが、そういうところのアプローチを具体的にどうなさっているのかご説明お願い

したいと思います。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

今 2 人の委員からご質問がございました。 

産業経済部長、よろしくお願いします。 

 

○松浦産業経済部長 

産業経済部長の松浦でございます。 

日野委員それから三宅委員からふるさと寄附に関するご意見、ご質問を頂戴いたしまし

た。 

まず日野委員からいただきました魅力ある返礼品の今後についてということでござい

ますが、まず寄附額の増額に向けまして令和 3 年度の下期から新たにポータルサイト「さ

とふる」と「三越伊勢丹」というものを 2 つ増設いたしまして、現在 4 サイトの入口を設

けているという状況になっております。さらに今年 9 月には、「ふるなび」というポータル

サイトを追加いたしまして、現在は 5 サイトとなっております。 

こういったことでまず入口部分の知名度の向上をまず図らせていただいているという

ことでございます。 

それからその返礼品そのものの充実策といたしまして、関係者の方、それから返礼品の

提供していただく事業者、こういった方々と協力をさせていただきまして、返礼品そのも

のの種類の増加と、それからいろいろなサイズバリエーション、SML などとよくあります
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が、そういったいろいろな需要に応じたサイズバリエーションを設定させていただきまし

て、寄附者の方々の多様なニーズに対応させていただいているということでございます。 

それから今後でございますけれども、今のこのコロナの状況を受けましてウイズコロナ、

それからアフターコロナといったものを見据えながら、従来のいわゆるモノの商品の充実

は当然図らせていただきたいと思っておりますが、加えまして、体験型と言われるコト商

品を返礼品として充実させていきたいと考えております。 

具体的には、松江市内には、皆さんもご承知のとおり八雲塗りや和菓子づくり、それか

ら紙すき、陶器づくりやそば打ちや勾玉づくりといった素晴らしいコト商品となり得る伝

統工芸、伝統芸能といったものがたくさん残っておりますので、こういったサービスを提

供していらっしゃる民間の方々と協議をさせていただきながら、充実を図らせていただけ

たらと思っております。 

それから続きまして三宅委員からいただきました、その寄附の今年度上半期の実績とそ

れからどういうふうな人員でやっているのか、それから県外者等の関係者へのアプローチ

はどういうふうにしているのかという 3 つのご質問でございますが、まず今年度上半期の

実績でございます。 

これが 11 月 28 日現在で締めたものですが、寄附額が 1 億 134 万 5,000 円となっており

ます。先ほどいろいろとご指摘をいただいておりましたにもかかわらず、まだ 1 億円とい

うことでございます。ただ、これは前年度と比較いたしますと、額にいたしましては、2,700

万円あまりの増で 1.4 倍の増となっております。 

11 月の時点での中間時点ということになりますが、大体年度末に向けてこの年末年始を

中心に寄附者の方々がたくさん寄附をしていただけますので、昨年度の例でいきますと、

今時点で締めたものが結果的に大体倍ぐらいになっておりますので、今回は今の時点で 1

億円ちょっとということになりますから、一応目標に掲げております年度内 2 億円の達成

はできるのではないかと見込んでおります。 

それから次の人員体制でございますが、今正規職員が 2 名、それから会計年度任用職員

を 3 名ということで合計 5 名の人員体制でやっております。 

ふるさと寄附額が 5 億円程度の同規模の 20 市ほどの自治体の状況を調べましたが、大

体同じような 3 名から 5 名ぐらいの職員体制でこのふるさと寄附を扱っているということ

でございます。 

それから関係者、県外者等に対するアプローチの方法ということでございますが、まず

松江市の出身者に対しましては、東京松江会や近畿松江会、広島の松江会、こういったと

ころの総会に市報松江を配布させていただいておりますが、それに合わせまして、ふるさ

と納税の案内チラシを配らせていただいております。加えまして、東京で行うような特産

品フェアやそれから大阪、東京といった大都市圏で行わせていただいておりますＵＩター

ンのフェアこういった時に同様の案内チラシ等を配布させていただいております。 

それからこれまでご寄附をいただいた方々に対しまして、新しい返礼品、こういったも
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のの紹介をさせていただいたり、それから松江市の旬な話題や魅力を盛り込ませていただ

いたメールマガジン、こういったものを毎月お送りさせていただいて、いわゆるリピータ

ーとなっていただくように努めております。 

いずれにしてもこれまで、一般の個人の方からの寄附ということで、いろいろと頑張っ

て参りましたが、今後は企業からのご寄附をいただけるようなアプローチに力を入れてい

きたいと考えております。ご協力いただける金融機関の方やコンサルティングの方々と契

約を結ばせていただきまして、寄附者を募っていただくように方策を講じているというこ

とでございます。説明は以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

日野委員さん三宅委員さんよろしいでしょうか。 

はい。それじゃ三宅委員どうぞ。 

 

○三宅委員 

よくわかりました。 

法人関係に狙いをつけられるのは結構だと思いますが、東京松江会それから近畿松江会

といろいろありますが、それの他に、東京には島根経済クラブというのがあります。これ

には経済人やオーナー社長もいますし、大企業の幹部もいます。これが 40、50 人ぐらいの

集団があります。近畿には近畿経済クラブという、島根県出身ですけど、松江出身とは限

りませんが、そこの中で、何割かの方は松江出身の方が入ってらっしゃいます。広島も同

じように経済人の集まりの会がございますので、そういったところにアプローチをされた

らいいかと思います。 

アプローチの仕方は単にチラシを配るのは駄目だと思います。マイナンバーが 7 割まで

普及したのは、もちろんインセンティブもありますが、職員の方が公民館に出向いて実際

にその日に受け付けた、つまり、出ていかない限り反応はありません。正直言って、職員

5 人いらっしゃいますけれども、5 人の方がそういう会合に東京でも大阪でも広島、出て行

って対面でセールスするような姿勢をとらない限り、これは駄目だと思います。 

返礼品、それと、商工会議所の人からも人を派遣していただいて、1 つのプロジェクト

を作るぐらいでやらないと、松江市が 2 億や 3 億ではちょっと恥ずかしいという感じがし

ますので、強化されれば自主財源がそれだけ増えます。5 億円や 10 億円の事業がすぐでき

るようになると思います。ただ、いつまでこの制度が続くかわかりませんが、基本的には

国は、地方への所得の再配分というような意味でこの制度を作ったので、もう 5 年や 10 年

は余程の弊害がない限りやめることはないと思います。1 年間に 5 億円や 10 億円と純然た

る財源が入るのであれば、もう 10 人投下しても人件費 5000 万円ぐらいですので、10 億円

入れば、全然話は違ってきます。そういう戦略をきちんと立てて、とにかく、足で稼ぐみ
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たいな姿勢をやらない限り、私もポータルサイトを見ましたけど、松江市 300 品目ぐらい

挙がっていますが、その中で、30 ぐらいがもうソールドアウトというか受付中止になって

います。だから、幾らポータルサイトを増やしても、返礼品のうちの 1 割が受付中止の状

態なので、その貧弱さはとても覆い切れないです。それは県外の人が見たときに、なんだ

これはという状態です。今で言えばカニがソールドアウトとなっています。米子とかはま

だ全部カニがあります。だから、業者さんによってはもうカニがもう受付終了になってい

ます。この時期にカニが受付終了となっているような市のふるさと寄附に対して本当にみ

んながやるかどうかというようなことは真剣にお考えになった方がいいと思います。 

せっかく財源が転がっていて、松江市から東京や大阪で活躍してらっしゃる経済界の方

はいっぱいいらっしゃいます。旅費なんか大したかかりませんので、そういう方に直接お

会いしてお願いするぐらいした方がいいと思います。その方から何百万円、何千万円と入

ってくれば、ペイできるわけですので、仕事のやり方をもう一遍お考えになった方が私は

いいと思います。以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

何かございますか。 

 

○松浦産業経済部長 

貴重なご意見ありがとうございました。 

三宅委員が仰るとおり、非常に貴重な財源となり得るということは我々としても重々認

識をしております。可能な限りの手を打って参りたいと思いますので、なりふり構わずと

は言いませんが名刺等への印刷等もやり、そういった会に参加させていただく際には、可

能な限りお願いに回っていきたいと思っております。以上でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

委員の皆様方から、このふるさと寄附の件、何かございますか。 

 

○中村委員 

私が今パッと思ったことをここで言っていいのかわかりませんが、小中学生はふるさと

の教育を受けています。もちろん地元に行って、いろんなものを見て聞いて知っています。 

高校生になったら、ちょっと離れてしまう感はありますが、そういう時の高校生たちに

松江市のことを考えたり、今、地域のことを考えるというのが増えているので、そういう

時に「松江市はこういうふうに動いているんだよ」というように高校生の時代からアピー

ルしてみるとか、大学生の子たちに「もうすぐ納税が始まるけどどうですか」みたいな話
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をしてみるとか、小さい時からアプローチをしていってもいいように思います。松江市に

戻ってきて欲しいとか、松江市のことを考えて欲しいとか大人は小さい時から子どもたち

にどっちかと言えば言い続けているような感じでふるさと教育が進んでいる気もします。

きちんと松江市のことを年齢に沿った形で子どもたちに教えてやるというのも大人がで

きることかなと思うので、高校生たち、大学生たちに伝えていくというのは、大学生たち

が自分の地域に戻ったときに、もう 1 回考えてくれる 1 つの題材になると思うので、とて

もいいではないかと私は思いましたのでお伝えしました。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

政策部長、どうぞ。 

 

○山根理事（政策部長） 

政策部山根です。ありがとうございます。 

まさにこのふるさと納税に限らず、子どもたちがこの松江を知って、外に出ても、また

松江を思い、松江に帰る。今、総合計画を今年の 4 月にスタートいたしました。「MATSUE 

DREAMS 2030 夢を実現できるまち 誇れるまち松江」をテーマに策定したところですが、こ

の中で総合計画を子どもたちにも教えたいということがあります。今、市長が自らトップ

セールスで出ていただいたり、職員が学校に出かけたり、そして、学校の方も今回の総合

計画を非常に好意的に受けとめていただいて、8 年後の自分の姿はどうあるべきなのかと

いう夢を一緒に考える教材として使っていただいているということがございます。 

そして一方では高校で市から離れてしまうということですが、今県とタッグを組んで高

校魅力化というものに取り組んでおります。ここでもやはり高校生が地元を知る、あるい

は大学と連携する。そういったことを小中高、そして大学の協力をいただきながらやって

いくことが非常に大事なことだと思っております。それが委員がおっしゃるように、やが

て、こういったふるさと納税に繋がるということも期待するところでございます。以上で

ございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

この他にまだ幾つか事前にご質問いただいておりますので、ふるさと寄附の件はこのぐ

らいにさせていただいて、次に事務事業の見直しと事務改善の推進で 19 ページでござい

ますがこの件について、三宅委員の方から、ご意見をいただいているところです。三宅委

員、よろしくお願いします。 

 

○三宅委員 
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続いて、民営化の計画を 10 年ぐらい前に作られてそれがもう今現在、まだ未実施のもの

が 3 事業あるということが下に書いてございまして、その 3 事業ですが、その市民大学と

か、農産物加工施設とか、保育所の話とか、このあたりは非常に特殊性が高いもので、な

かなか難しいことがあると思いますが、この 3 事業の今後の見通しについて、教えていた

だければと思います。お願いいたします。 

 

○山本会長 

それでは、それぞれ三つの事業ございます。 

市民部長からお願いします。 

 

○吉田市民部長 

市民部吉田でございます。 

私の方からまつえ市民大学事業の現状について、お答えをさせていただきたいと思いま

す。 

まつえ市民大学ですが、こちらは市民活動センターSTIC を拠点として実施しているとこ

ろでございますが、令和 6 年度から、この STIC の指定管理者の方に自主事業として実施

していただけないかなど調整をしているところでございます。 

 

○山本会長 

産業経済部長、お願いします。 

 

○松浦産業経済部長 

産業経済部の松浦でございます。 

私の方から農産物加工施設の状況についてお答え申し上げます。 

農産物加工施設は 2 つございまして、1 つは八雲町にございます秋吉地区農林水産物処

理加工施設。もう 1 つは宍道町の宍道農産物処理加工施設です。この 2 つがここに記載さ

れている農産物加工施設でございます。 

まず八雲の秋吉地区の施設でございますけれども、これは公の施設としては平成 23 年 4

月に、いわゆる設置管理条例を廃止いたしました。 

それで現在はこの建物自体は残っておりますので、地元の秋吉農産物加工組合に無償で

貸し付けを行って使っていただいているという状況にございます。 

それからもう 1 つの、宍道の方でございますけれども、これは第 3 セクターであります

きまち湯治村が今指定管理を受けていただいております。 

近隣にございます大森の湯等も、現在今後の活用方法について検討させていただいてい

るところでございまして、こういったこととあわせて、今後の方針を立てていきたいと考

えているところでございます。以上です。 
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○山本会長 

ありがとうございました。 

それでは子育て部長、お願いします。 

 

○青木子育て部長 

子育て部の青木でございます。 

私から公立保育所の運営費についてご説明させていただきます。 

保育所の民営化につきましては、本日の報告対象項目には選定しておりませんが、行財

政改革実施計画の 1 要素項目としておりまして、取り組みと進捗管理を行っているところ

でございます。 

平成 24 年度に、松江市における幼稚園、保育所園のあり方計画というのを策定いたしま

したが、そこから 10 年が経過いたしまして、急速な少子化や保育ニーズの多様化などによ

って、見直しが必要な部分が出てまいりましたため、今年度松江市社会福祉審議会児童福

祉専門分科会におきまして、このあり方計画の見直しについて、現在検討しているところ

でございます。その中で、公立が果たす役割や必要性、公立幼稚園、保育所の再編と機能

強化等の議論をしております。私からは以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

三宅委員、よろしいでしょうか。 

他にこの事務事業の関係で、ご意見、何かありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは続きまして白水委員さんの方から何点かご質問をいただいておりますので、ま

ず公共施設関係とそれから未利用財産の処分について、この 2 点よろしくお願いします。 

 

○白水委員 

ありがとうございます。 

2 点ほど、ご質問させて下さい。 

1 点目が、未利用財産の処分並びに利活用に関する、18 ページのところですが、進捗度

が S 評価ということで素晴らしい結果だと思いますが、特に取り組みの評価において、マ

ッチングの機会の増加とか、オープンデータ化といった記載がありますが、この辺りで特

に効果的な取り組みがあったのであれば、ぜひお伺いしたいというのが 1 点。この関係で、

目標額の上振れ修正がもしあるのであれば、これも合わせて伺いたいです。 

先に 2 点目も合わせて申し上げますが、公共施設適正化計画の策定、実施のところの 13

ページですが、こちらいただいている内容で、合理化効果に加えて、例えば地元の事業者
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の育成という視点も大事ではないかと考えております。具体的に言いますと、松江市では

大丈夫と思いますが、島根県の周辺自治体にて、指定管理制度の公募不成立というケース

があると伺っています。 

当然予算の制約がありますので、事業を集約化していくという方向性は違和感ないです

が、事業が減っている中でも地域に残った地元企業をどう育てていくか、レベルアップし

てもらうかという観点も大事かと思います。 

例えば、公募要件としてそのデジタル化とか、他の自治体事業者との連携とか、ベンチ

ャーとの連携とか、他の県外の事業者との連携とかそういったところをセットにするとか、

もしくは補助事業とかで例えば国が今やっている補助金の中で採択されなかった理由を

しっかり示してあげて、今後の取り組み材料として提供するといった何か地元企業の育成

みたいな観点の取り組みがあれば伺いたいというのが 2 点目でございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

それでは、財政部長お願いします。 

 

○水財政部長 

財政部長水でございます。 

まず前段の未利用財産のうちの前半の質問部分でございますけども、令和 2 年令和 3 年

と S 評価ということでございますが、まず目標額というのが、従前の土地売却収入の平均

額を目標額としておりましたが、ここの令和 2 年、令和 3 年はたまたま大口案件が、あっ

たということで金額が大きくなっております。 

努力としましてはホームページ掲載や現地に広告看板立てるとか、目立つようにしてお

りましたが、端的に言えば大口案件が 2 年連続あったということでございます。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

それでは総務部長さんお願いします。 

 

○小村総務部長 

総務部長の小村でございます。 

私の方からご質問の中でそれぞれの要素項目の中の実績効果額について、上振れをどう

考えていくのかというご質問であったと思っております。 

実際のところ 17 ページ、18 ページの例でまずご説明いたします。17 ページ、累積効果

額について、目標 9 億 8,500 万円と挙げております。右側ご覧いただきますと、普通財産

の売却で 1 億 6,000 万円、貸し付けで 3,700 万円とこの 2 つを足しますと 1 億 9,700 万円
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でこれを掛け 5 年をしますと令和元年に策定しました 9 億 8,500 万円で 5 年間の目標にな

ります。委員がご指摘のように右側をご覧いただきますと、令和 3 年度までで 9 億 3,200

万ということでございます。こういった事例は過去にもございまして、結局は 5 年計画で

立てておりますが、もちろん先ほどの防災メールのような項目もしかりでございますが、

5 年間の中で動きがあるものはローリングをかけていくという考えで委員からお話があり

ましたこの実績効果額を踏まえて、この度見直させていただこうと思っております。その

時の考え方でございますが、結局先ほど言いました単年で言いますと 1 億 9,700 万円とい

う目標にしておりましたので、それを上回っておりますそれぞれ 2 年度、3 年度のこの部

分を当初の累積効果額に上乗せする形です。具体的に言いますと、2 年間の目標額が約 4

億円ということでありますが、それが 9 億 3,000 万円までいったということですので、約

5 億 3,000 万円を今後この当初の累積効果額に上乗せしまして、新たに 15 億 2,000 万円程

度という計算なります。そうした目標を持ちながら、残り 3 年間は取り組んでいこうと思

っております。 

こうしたケースは他にもあり、例えば昨年度は先ほどいろいろご意見いただきましたふ

るさと寄附の目標額について、昨年度は上方修正しております。これは実績ではなく政策

的な方向性ということで、目標額を上乗せしました。 

今回は計画全体 43 項目の目標額を特に詳しくご説明しておりませんが、実はこの 5 か

年計画で当初約 29 億円の効果額を目標としておりました。先ほど言いましたふるさと寄

附の関係で、約 2 億円を追加しまして、29 億円が 31 億円というのが今現在の 43 項目の目

標額です。これを先ほど申し上げましたこの項目の 5 億数千万円を足しまして、今回の変

更で 36 億 4,000 万円あまり、全体 43 項目ではこういった目標額を持ちながら、残り 3 年

取り組んでいこうと思っております。 

2 番目のご意見でございます。 

お話としては 13 ページの辺りの公共施設適正化等に絡めまして、地元事業者の育成の

視点も大切ではないかというお話ではなかったかと思っております。 

この行革ということを取り組んでいる限りなかなかこれは他の自治体も同じかもしれ

ませんが、どうしても効率化、予算の適正配分というような視点で、この 10 年 20 年取り

組まれてきたところは松江市も同じでございます。 

指定管理の話もございますし、あるいは大きな話でいうと事業の委託、補助事業といっ

た中で、単純に事務事業の効率化、予算の削減、人員の削減といったことではいけないの

ではないかというご趣旨のお話ではなかったかと思います。 

我々の方も、そういった視点というのは、横の連携を取りながら実際いろんな事務事業

の中で、どういった形で民間の育成の視点も入れながら取り組んでいくかというのは非常

に大切な分野だと思っております。 

もちろん、例えば公民連携の分野についても、ちょっと恥ずかしながら他の自治体と比

べて少し遅れてきたかなと思っております。ただ、その間少し動いている部分もあります
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ので、実際政策投資銀行様ともご協議をしながら動いている部分もありまして、その辺り

を政策部長の方から補足で説明をさせていただければと思います。 

 

○山本会長 

それでは、政策部長さんお願いします。 

 

○山根政策部長 

補足です。 

民間企業さんの育成というか、一緒に連携して取り組んでいることとしては、例えば、

まつえ産業支援センターというのを設けております。 

ここで産業支援センターというのは、基本方針が企業訪問です。 

つまりそれは何かというと、年にできれば 3 回ぐらいは同じ企業を訪問して、そこで一

緒に話し合って課題は何かというのを出しながら、それに通ずる支援は何かということを

やっておりまして、それは企業の成長、生産性の向上、付加価値、こういったことを願っ

て活動しております。 

それは ITで言うと Ruby City MATSUEプロジェクト。これは県と一緒に行っていますが、 

やはり人材育成と IT 企業の集積発展という形で駅前にはオープンソースラボという拠

点も設けながら、一緒に連携して取り組んでいるということもございます。 

また少しお話に出ました国の補助金ということになると、松江市だけではなく、やはり

支援機関、商工会議所、商工会との連携ということで、当然経営指導員の伴走型などで国

の補助金を取りに行く、あるいは取れなかった場合には何が足りなかったかということを

お互いに話し合いながらまたその企業の成長につなげていくということもございます。 

少し総務部長の方からありましたソーシャルインパクトボンド SIB、これはまさに白水

委員の政策投資銀行のご指導のもとに今、研究を始めたところでございます。 

委員の皆さんはなかなか聞きなれない言葉だと思いますが、要は成果連動型の委託とい

うことです。何かというと、これまでは仕様に基づいてこれをしてくださいと委託し、そ

れができたら委託料払いますと、今度は少しポイントを変えて、これほどの成果が上がっ

たら、報酬をプラスして差し上げましょうという新しい委託の方法でございます。 

そうなると何が違うかと言いますと、成果を出すためのいわゆる決められたこと以外の

創意工夫という視点が出てこようかと思っております。 

まだ具体的な取り組みまでは行っておりませんけれども、その創意工夫をお互いに突き

詰めながら業務をやることで、民間企業の育成、成長にも繋がる視点があるのではないか

と、このようにも思っているところでございます。補足でございます以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 
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白水委員、よろしいでしょうか。 

 

○白水委員 

丁寧なご案内ありがとうございました。 

事業の集約化、合理化に関する計画を全く否定するものではなくて、限られた予算を効

率的に使うためのスクラップアンドビルドというのは重要なので、これはしっかり進める

べきだと思っております。 

一方で自治体業務の担い手である企業様も地域に残っていますので、そういう方々と連

携しながら、官と民のお互いが業務生産性を高めていくという視点も大事ではないかと考

えており、このようなご質問をさせていただきました。 

ありがとうございました。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

事前にいただいておりましたご質問ご意見等につきましては、以上ですが、まだ若干で

すが時間ございます。 

本日、ご発言をいただいてない委員様がおられましたら、何かございますか。 

 

○松村委員 

山陰中央新報 松村でございます。 

感想と質問を 1 つと思います。 

先ほど、わかりやすいホームページをどうすればつくれるのかというようなお話があり

ました。このわかりやすいというのが新聞社の中でも毎度毎度よく使われる言葉でして、

「わかりやすい記事を書きなさい。」ということを我々若い記者によく言っております。 

私は今論説委員会というところにおりまして、一面のコラムとかをメインにやっており

ますが、ある程度ベテランでも、どちらかというと自分の知識をひけらかして、独りよが

りになるような記事というのが多々見受けられることがございます。 

要はそれと、同じだと思います。よく口酸っぱく言っているのは自分がその読者の立場

に立って、読んでわかるような記事を書きなさいというふうに指導しております。ホーム

ページを作るにあたっても、結局は市民の立場に立って、わかりやすいように作ってもら

うということしかないのかなというふうに考えております。 

皆さんのご家族であったり、お子さんであったり、奥様、旦那様であったりというとこ

ろにざっと見てもらってどうかねというようなことを聞いてもらい、こと細かいことをど

うした、こうした方がいいんじゃないのというようなアドバイスというのを参考にされれ

ば、必然的に皆さんがわかりやすいものができるのではないかなと思います。 

質問です。 
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以前にも多分聞いたことかと思いますけど 15 ページ、16 ページのところの支所と公民

館の複合化のお話で、もう少し前になりますけど宍道支所の来待出張所が廃止されており

ます。これは何か来待の周辺の方から何か不都合や困っているというような話というのは、

挙がってないのでしょうか。 

それと平成の大合併によって合併した周辺部の方々、いずれ自分のところも、そういっ

たものがなくなるではないかというような不安に思ってらっしゃるというような声は挙

がっていないのでしょうか。 

お願いします。 

 

○山本会長 

これは総務部長でしょうか。お願いします。 

 

○小村総務部長 

私の方から現在の状況も含めてご説明させていただきたいと思います。 

先ほど委員がおっしゃるように来待の出張所がどういったことをやっていたかという

と来待在住の方を中心に住民票の発行、あるいは保健師による健康相談、あのあたりは健

康の里と位置付けておりまして、そういったことを行う職員が常駐しておりました。 

もちろんこれは昔からの宍道、来待という宍道が広大なエリアの中で、そういった形で

住民の方も来待、宍道というある程度分かれた形でいろいろ行政サービスを受けてこられ

たという流れの中で、合併時から特別な形でやっておりましたが、この辺りについてはこ

の機会に住民の皆さんにいろいろとご説明は尽くした上、あるいは先ほどの住民票発行な

どはごく少数に限られておりましたので、その辺りについては、住民の方あるいは地元の

関係団体の方と十分ご相談した上で、宍道支所への統合という形にさせていただいたとこ

ろでございます。 

後半の他の支所地域のお話でございますけど、申し上げましたとおり、宍道だけがこう

いった特殊な形で今、10 年ほど歩んできておりましたので、他の支所については、宍道も

他と同じ環境になったというような形で今後各支所をどうしていくかについては、ここに

記載のあるとおり、今後方向性をまた改めて定めていかないといけないと思っている現状

でございます。以上でございます。 

 

○山本会長 

松村委員いかがですか。 

 

○松村委員 

ありがとうございます。 

あと前向きな話というか、島根支所と東出雲支所の公民館の複合施設化というのはどの
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ようなものになるイメージでしょうか。 

 

○山本会長 

これは市民部長ですか。お願いします。 

 

○吉田市民部長 

市民部の吉田でございます。 

まず島根支所ですが、現在島根公民館を少し増築いたしまして、島根支所が入ることに

なっております。 

東出雲につきましては、ちょうど駅の裏側にある保健相談センターに公民館と支所が一

緒になって入るという形で、一つの複合施設となるように計画をしております。 

 

○松村委員 

将来的には、それで人員が削減できるようなことになるんですか。 

 

○山本会長 

総務部長どうぞ。 

 

○小村総務部長 

市の職員が今勤めておりますのは支所、また公民館の方は館長について市が任命してい

ますが、残りの職員は運営協議会ということということはご存知だと思います。 

支所の方ですけど、今の考えでいきますと複合施設というのは支所と公民館の連携を深

めるという意味合いでございまして、そこで業務を例えば支所で持っている業務を公民館

にお願いするとか、そういう考えは今のところございませんので、結論といたしましては

支所の職員数は、現状とおりで住民の方サービスを行っていきたいと思っております。 

 

○山本会長 

よろしいですか。 

大体予定の時間がまいりましたが、今日市長さん、副市長さん、それからそれぞれ担当

の幹部の方も皆さんおられますので折角の機会ですので、これだけということがありまし

たらどうぞ忌憚のないところでご意見おっしゃっていただいたらいかがかと思いますが。 

 

○野々内委員 

野々内です。 

2 つほどお聞きします。 

今、私東出雲ですが、前の出雲郷公民館というのがそのまま廃屋になって置いたままに
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なりますが、多分他の昔の八束郡さんもそういうところがあるかもしれませんが、それは

どなたが責任を持って、いつごろまでに撤収とかそういうことの計画があれば教えていた

だきたいことと、それから地区社協の会長会の時に、シルバー人材センターのセンター長

さんが来ていただきまして、今は公民館さんの方でスマホの勉強会について高齢者を対象

にしておられまして、それをなごやか寄り合いでもやりますから、シルバー人材センター

の人たちが先生になってほとんどマンツーマンで教えるので、皆さんどんどん使ってくだ

さいねということを PR してくださいました。 

マイナンバーカードの話もちょっとさせていただきましたが、どうしても高齢者という

のは、そういう新しい技術というのを幾ら教えてもらおうと思っても、どこに行ったらい

いかわからないとか、聞いてもわからないところがあります。本当にマンツーマンでそう

いうことをしていただけるということはとても喜びますので、松江市全体として高齢者に

やさしいまちでいてください。よろしくお願いします。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

何かございますか。財政部長、お願いします。 

 

○水財政部長 

財政部水でございます。 

まず前段の公民館の関係でございますが、一般的に、財産の関係は、私どもが所管して

おりますのでお答えさせていただきますと、公共施設適正化につきまして、多いような施

設について、統廃合を進めていくということを目標として策定しておりましたが、ただそ

こで、肝心なところが欠けておりまして廃止した施設をどうするかということの視点が欠

けておりました。最近になって、そこのところがやはり問題となっておりまして、そこの

辺りの解決を今急務でやっております。できるだけ民間の皆さんですとか、地域の皆さん

に活用いただけるようにしてまいりたいと考えております。以上です。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

政策部長どうぞ。 

 

○山根理事（政策部長） 

政策部山根です。 

高齢者福祉につきましては本当におっしゃるとおりでございます。 

先ほどのデジタル化について、ちょうどいい市役所、これを目指していくわけでござい

ますが、ご発言いただきました高齢者のスマホ教室、昨年度シルバー人材センターさんが
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総務省の補助金を活用して、展開していただき非常にありがたいところです。 

残念ながら今年度その補助金は取れなかったものですから、私ども市の方と連携させて

いただいて、今度は市役所の方が公民館だけじゃなくていろいろなところに、出前講座と

いう形で出向いてやらしていただいております。 

できるだけ今後も継続する形で、やらしていただければと思っております。以上でござ

います。 

 

○山本会長 

ありがとうございました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

他に何かありますか。 

藤原委員どうぞ。 

 

○藤原委員 

ふるさと寄附に関するところで中村委員さんの方から、そういったふるさと教育や高校

魅力化との連携というお話があったと思いますが、実際に高校魅力化といった総合的な探

究の時間等で高校生が大きく活躍している現状がある中で、例えば、そういった高校魅力

化における総合的な探究の時間の授業などは、西部の地域の方がすごく先進的で、大学生

の方でも松江に住んでいるのに、わざわざ週末には雲南や西部の地域まで出かけていって、

そういった活動しているという人が多いというのが現状としてあります。 

例えば、そのふるさと納税の増加を目的の 1 つとして、高校の課題研究であるとか大学

生のそういった活動においてふるさと納税とかと絡めて活動されるというところにおい

ては、松江市さんの方からバックアップしますよとかそういう取り組みがあるといいと感

じました。 

以上です。 

 

○山本会長 

大変貴重なご意見いただきました。 

またご参考にしていただければよろしいかと思います。 

その他、よろしいでしょうか。 

そういたしますと今日私の方の不手際で少し予定の時間を超えてしまいましたが、以上

でよろしいでしょうか。 

よろしければ議題の最後のその他についてですが、事務局の方から何かございますか。 

 

○事務局 

事務局の組織戦略課でございます。 
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本日の会議録について、お話させていただきます。 

本日の会議録は市のホームページに公開することとなっております。そのため、会議録

を文字起こしさせていただいたものを、ご発言をいただきました委員の皆様とそれから山

本会長様にお送りしまして、ご確認いただいたものに山本会長のご署名をいただき、確定

として公表したいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

 

○山本会長 

本日の会議録に関するご提案でございます。毎回こういうふうにさせていただいて、発

言いただいた方々に見ていただく、全体を私が見せていただいて署名するという形でござ

います。よろしいでしょうか。 

 

（一同、異議なし） 

 

ありがとうございます。それでは、そのように進めてください。 

発言いただいた委員の方々には、後日、発言内容について送られてくると思います。確

認の方よろしくお願いいたします。 

そういたしますと本日予定しておりました議事は、すべて終了をいたしました。 

先ほど不手際で時間がなくなりそうだと思っておりましたが、ちょうど終わりの時間が

予定とおりとなってまいりました。 

上定市長の方から最後にコメント等ありましたら、お願いしたいと思います。 

 

○上定市長 

皆様ご意見本当にありがとうございました。 

全部の項目についてお話ができなくて大変残念でしたが、皆様からお聞きした意見の中

で、3 つの項目について少し補足をさせていただきます。 

まず一つが、最後松村委員からもいただいたホームページあるいは SNS へのわかりやす

い情報発信の話でございまして、これは塩谷委員、日野委員、門永委員、藤原委員からも

同様にいただいき、非常に皆様に関心を持っていただいてうれしく思っております。 

わかりやすさという意味では、ホームページ、SNS に限らず、相当心配りをしているつ

もりではございます。ただそれも含めて皆様からまたご意見を重ねていただければと思い

ますが、例えば私、記者会見を 2 週間に 1 回程度しておりますが、その際にもパネルを用

いるなどしてわかりやすいものにしています。これは議会の答弁のときも同様ですが、ま

ず表にしたり、写真を入れて皆さんに状況わかっていただくということは努力しているつ

もりでございます。 

最近心がけておりますのは、皆さん当然ではございますけど、百聞は一見に如かずのと

ころがあり、今これだけいろいろＩＴ化が進む中で動画による配信というのはやはりイン
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パクトがいろいろあると思います。見た目で理解をいただけるということがあるので、で

きるだけそういった動画コンテンツなどを YouTube で配信する、あるいはセミナーなどを

やった時にもできればライブ感を持って接していただきたいので YouTube ライブでオンラ

イン配信するということも努力をしております。 

最近の事例について申し上げると、新庁舎の建設を進めておりまして、来年の 5 月に 1

期工事がオープンする予定です。今の建設の過程がこうなっていますというのを最近配信

させていただいております。 

また、これも最近ですが、松江市の歌の体操というのを作りました。これは佐藤弘道さ

んという方にお願いをしまして作っていただいたものを、これから広めていこうと思って

いますが、そういった様子をオンラインで配信をするので、藤原委員に言っていただいた

とおり Instagram だとか、YouTube だとか、そしてまだできていませんが、TikTok とかそ

ういったところで若い方にも訴求できるような、皆さんがアクセスできるようなそういっ

た皆さんが多様性を持って、冗長性があることも非常に重要だと思っておりますのでリダ

ンダントな形での情報提供というのを防災情報に限らずですが、やっていきたいと思って

いるところでございます。 

あとわかりやすいものというと、松村委員に言っていただいたとおり、行政用語をでき

るだけ使わずに、我々は何とか事業とか言いがちですけども、それよりも具体的な取り組

みの内容について触れさせていただく方がなじみのある皆様からもご意見をいただきや

すいと思いますので、そういったところも心がけてまいりたいと思います。 

あと 2 点簡単に説明いたします。 

ふるさと寄附のお話で日野委員、三宅委員からいただいておりました。 

ある意味まだ改善の途中でございます。金額的には去年の 2 倍ぐらいにはなっています

がまださらに倍さらに倍にしていく余地がありますので、努力はしていきたいと思ってお

りまして、一つトピックスとして、お伝えしておきます。この 12 月からぐるなびという、

よく皆さんがレストランとか飲食店を探す時に使われるサイトがございます。このぐるな

びから、松江市の方に派遣をしていただいております。この方には、ふるさと納税の返礼

品ということのみならず、松江に数多くある地産品を特産品化していくあるいはブランデ

ィングしていく、まさにマーケティングをして、こういうものが訴求できるというところ

に磨きをかけて高付加価値化してもらいます。 

特に第一次産業について、なかなか後継者が見つけにくい状況にあるところの一つは収

益性の観点でも問題があろうかと思います。そういったところを一つ克服する手がかりと

して、お越しいただいていろいろご意見をいただくことにしております。 

その中に返礼品の開発というのも含まれておりますので、外から見ていただいて良いも

のを磨き、光輝かせて情報発信していくという取り組みをこれからも進めていきたいとい

うふうに思っております。 

3 点目最後でございますが、ふるさと教育の話でございまして、中村委員また藤原委員
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からも先ほどいただいた話ですが、私、非常に重要だと思っております。 

高校については県と連携していくということで、市立の皆美が丘女子高校を持っており

ますので、そこで新しい取り組みをやりながらまた具体的な提案を県に対してもさせてい

ただきたいというふうに思っているところですが、先ほど政策部長も申し上げたとおり小

中学生については、市立の小中学校、義務教育学校がございますので、例えば先ほど申し

上げたような総合計画は、とてもわかりやすく作ったつもりでございまして、小中学生に

見てもらってもわかりやすいようなものにしているつもりでございます。 

これを一つの教材として、今松江市がどういう方向に進もうとしているのかというのが

一つ、そしてもう一つは、松江のことをやっぱりわかってもらいたいので、小学校 6 年生

に松江城授業プロジェクトというのを必ず受けてもらっています。国宝松江城を訪ねても

らい、そしてまた、松江歴史館も訪ねてもらって、かなり細かく説明もすることにしてお

りまして、そういったふるさとに誇りを持ってもらうということと、スーパーヘルンさん

講座というのもございまして小泉八雲さんがどういう方であって、そして唱えられたオー

プンマインドとはどういうものであるのかということも、フィールドトリップも含めて、

経験をしていただくというふうなことはこれからも続けてまいりたいと思っております。 

そしてまた高校生の方、その大学に入るときにどうしても地元離れてしまって、そこで

また島根、松江との縁も離れてしまうということになりがちなものなので、ここは今いろ

いろと、特に LINE 等を使って繋がりを持ち続けてもらうと、そして情報発信して、結果的

に、大学 3 年生 4 年生になって、自分の就職やキャリアを考えるときに、松江というのも

選択肢として持ってもらうというふうな繋がりづくりも今後進めていきたいと思ってい

るところでございます。 

課題はいろいろ山積しているところではございますが、今日いただいたご意見を参考に

させていただきながら、また一歩一歩踏み出していきたいと思っておりますので、引き続

きご指導のほど、何卒よろしくお願いいたします。本日は本当にありがとうございました。 

 

○山本会長 

大変意欲的にといいますか、熱心に語っていただきましてありがとうございました。 

今日様々な意見が出ました。こういったことを、またご参考にしていただいて、よりよ

いまちづくりのために、よろしくお願いしたいと思います。 

本当にありがとうございました。 

それでは事務局の方にお返しをいたします。 

 

○事務局 

山本会長には円滑な議事運営をいただき、誠にありがとうございました。 

また、委員の皆様におかれましても、長時間にわたりご審議いただき、貴重なご意見を

賜りましたことに感謝申し上げます。 
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以上をもちまして、令和 4 年度松江市行財政改革推進委員会を終了いたします。 

どうもありがとうございました。 

 

＜ 議 了 ＞ 

 


